
平成２７年３月４日
仙台河川国道事務所

三陸沿岸道路 南三陸道路

南三陸道路最後のトンネルが貫通します！！
～南三陸道路３号トンネルの貫通式を執り行います。～

○南三陸道路（南三陸町志津川～同町歌津間の延長７．２ｋｍ）は、

宮城県内の三陸沿岸道路がいよいよ海岸部を北進する区間で、その

うち、志津川IC（仮称）から南三陸海岸IC（仮称）の区間は平成２

８年度の供用を目標としております。

○南三陸道路の開通により、地域間の時間短縮はもとより、津波浸水

域を回避する道路であることから、災害時における緊急輸送道路と

して確保され、また、高次緊急医療施設への速達性向上、主要産業

である水産業・水産加工業や観光等の地域産業の復興に貢献するも

のと期待されています。

○貫通式の概要は以下のとおりです。
１．日 時：平成２７年３月７日（土） １４時００分より

２．場 所：宮城県本吉郡南三陸町志津川字新井田地内（別添会場案内図参照）

（南三陸道路３号トンネル坑内）

３．主 催：株式会社奥村組 東北支店

４．式典内容：貫通発破、来賓祝辞、貫通点通り初め、大森創作太鼓 ほか

５．その他

当日、１３時４０分頃から報道関係者を対象に事前説明を行いますので、時間

までにお集まりください。

＜発表記者会：宮城県政記者会、東北電力記者会、東北専門記者会、気仙沼記者クラブ＞

（お問い合わせ先）

■貫通式・施工内容に関すること

株式会社 奥村組 東北支店

国道４５号 磯の沢地区トンネル工事作業所

所 長 大 野 和 民
おお の かず たみ

TEL ０２２６-２５-８５３１

■事業に関すること

国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所

TEL ０２２-２４８-４１３１

副所長 田 口 和 弘（内線205）
た ぐ ち か ず ひ ろ

工務第二課長 斎 藤 信 （内線411）
さ い と う まこと
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　至　登米

　　須賀神社

　　　　　　セブンイレブン

  ※　国道４５号からの出入口は、「貫通式式場」看板が目印です。

  ※　現場内駐車場の取材関係者集合場所に１３時３０分までにお集まりください。誘導係がご案内します。

　　  その後、１３時４０分頃から事前説明を行います。

　　　現地問合せ先：㈱奥村組 磯の沢地区トンネル工事所　大野　和民　電話　０９０－１４１９－２８２８
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【詳細案内図】
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南三陸道路の整備効果
効果①：災害時における緊急輸送道路の確保

◆南三陸町から⽯巻⾚⼗字病院への救急搬送件数は年々増加
◆搬送時間が短縮し、迅速な救急救命活動を⽀援

◆気仙沼港の⽔揚げ漁獲⾼は、震災以前の約６割まで回復
◆南三陸道路の整備により、⽔産物等の輸送効率化・品質向上が図ら
れ、主要産業である⽔産業の復興を⽀援

◆津波により国道45号等の幹線道路が通⾏⽌め
◆津波浸⽔域の回避により、緊急輸送路が確保され、緊急⽀援
物資等の輸送が可能

効果②：⾼次緊急医療施設への速達性が向上

▲津波で流された国道45号⽔尻橋

▲津波で流された国道45号歌津⼤橋

▲南三陸町から⽯巻⾚⼗字病院への搬送件数

H17：三陸道（〜河北ICまで供⽤）
H22：三陸道（〜河北IC〜登⽶東和IC間供⽤）

効果③：⽔産業の復興を⽀援

▲気仙沼港 ⽔揚漁獲⾦額推移

▲南三陸町（歌津地区）から⽯巻⾚⼗字病院までの所要時間

▲三陸沿岸道路開通による出荷経路の変化

【震災前】 【震災後】

▲宮城県内の漁港別⽔揚漁獲⾦額のシェア

震災前の約６割に回復

（件）




